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【彙報】
○　哲学哲学史・現代思想文化学
現在、学部の哲学・思想文化学専修には 25 名が在籍しています。大学院の哲学哲学史博士前
期課程には 9 名、同後期課程には 12 名が、大学院の現代思想文化学博士前期課程には 3 名、同
後期課程には 5 名が在籍しています。上野修教授、入江幸男教授、舟場保之准教授、および須藤
訓任教授、望月太郎教授、中村征樹准教授、野々村梓助教の各教員が、臨床哲学所属の教員と連
携しつつ、学生の教育・研究指導にあたっています。なお、望月教授は 2014 年 4 月より、大阪
大学 ASEAN センター長（バンコク・オフィス）に赴任しています。
本年度の講義・演習は、「デカルト的主体とは何か」「スピノザ『エチカ』を読むⅩⅤ」「ミレ
ールの「縫合―シニフィアンの論理の基本原理」を読む」（上野教授）、「哲学的意味論の観点
から、問いと推論の関係を分析する」、「Discussing Brandomʼs “Between Sayin and Doing”（1）・（2）」
「論理学初級 1・2」（入江教授）、「カント実践哲学の諸問題について」「カント『実践理性批判』
を読むⅦ」「ドイツ哲学基本文献購読Ⅰ」（舟場准教授）、「ハイデガー研究（1）・（2）」「現代哲学
史概説」「ニーチェの『ツァラトゥストラ』（1）・（2）」（須藤教授）、「発展途上国における教育開
発のための哲学実践」（望月教授）、「先端科学技術と社会」、「科学技技術社会論 : 医療と当事者
参画（2）」（中村准教授）、「Writing Humanities Papers in English, I・II」（中村准教授・和泉悠氏）「現
代科学を読み解く」（中村准教授・江口太郎招へい教授）、「デカルト『方法序説』講読Ⅲ」（野々
村助教）という題目で行われています。その他に、修士論文・博士論文執筆のための演習が定期
的に行われ、活発な研究・討論が行われています。
非常勤講師として、入谷秀一氏（大阪大学）に「環境思想の諸問題」、Michel Dalissier 氏（同
志社大学）に「比較哲学 : フランス哲学と日本近現代哲学」、米虫正巳氏（関西学院大学）に「ド
ゥルーズ『フーコー』読解」、松田毅氏（神戸大学）「ライプニッツを読む」、三谷尚澄氏（信州
大学）「カントと現代英米圏の哲学」という題目で授業をしていただいています。
ホームページ（http://www.let.osaka-u.ac.jp/philosophy）と You Tube（「ヴィデオ・メタフュシカ」）
を通じて研究室の活動状況・研究会を撮影した動画などを公開しています。海外に研究成果を発
信するために、欧文機関紙 Philosophia OSAKA を刊行しています。
哲学哲学史・現代思想文化学の研究会として、handai metaphysica を開催しています。2013 年 11
月 30 日には、第 17 回 handai metaphysica 特別講演会として、George di Giovanni 氏（カナダ・マッ
ギル大学）に “The Kantian Legacy: Fichteʼs Wissenschaftslehre and Hegelʼs Logic”、Daniel Breazeale 氏
（アメリカ・ケンタッキー大学）に “Against Nature ?  On the Status and Meaning of the Natural World 
in J. G. Fichteʼs early Wissenschftslehre” と題して、それぞれ講演をしていただきました。2014 年 3 月
15 日には、第 17 回 handai metaphysica 研究例会として、『メタフュシカ』第 44 号の合評会を行い、
活発な質疑応答がなされました。
学生主体の研究会「哲学ワークショップ」を定期的に開催しています。2014 年 1 月 13 日には、
第 10 回哲学ワークショップ（テーマ「現実はどのように構成されるのか　―バーガー／ルッ
クマンの理論―」・「主体はどこに在るか―ヒュームあるいはラカン―」・「死を巡る思想」）
同年 6 月 28 日には第 11 回哲学ワークショップ（テーマ「F・ニーチェ『曙光』における二つの
道徳批判　―学び直す、感じ直すために―」・「マクダウェル的認知主義のメカニズム―「直
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観」をめぐる諸問題―」・「誕生をたたえて―メルロ = ポンティとドゥルーズ」）がそれぞれ
行われました。
上野教授が、日本哲学会第 73 回大会（2014 年 6 月 28 日～29 日・北海道大学）の学協会シン
ポジウム「スピノザとライプニッツ」にて、「まなざしなき無限、記憶なき永遠―スピノザの
奇妙な形而上学」という題目で提題者を務めました（なお、同名の論文が、日本哲学会編『哲學』
第 65 号に収録されています）。日本ミシェル・アンリ哲学会第六回研究大会（同年 6 月 15 日・
成城大学）でのシンポジウム「アンリとスピノザ」にて、「身体の真理としての魂―アンリと
スピノザ」という題目で発表を行いました。同教授が代表者を務める「フランス・エピステモロ
ジーの伏流としてのスピノザ」の第 3 回研究会（同年 7 月 27 日・大阪大学）において、「スピノ
ザの幾何学的証明について」という題目で発表を行いました。
上野教授の論文「虚軸としてのスピノザ、あるいは石像の宴」が、『思想』第 1080 号（岩波書
店・2014 年 4 月 5 日）に掲載されています。なお、同号には、上野教授が参加した座談会「虚
軸としてのスピノザ（Ⅰ）―近世と現代」、および「虚軸としてのスピノザ（Ⅱ）―ドイツ
観念論とその後―」の模様が収録されています。
上野教授の著書『哲学者たちのワンダーランド―様相の十七世紀』（講談社）が、2013 年 11
月 21 日に、『スピノザ『神学政治論』を読む』（筑摩書房）が、2014 年 6 月 10 日にそれぞれ刊
行されています。
上野教授が、平成 26 年度大阪大学総長顕彰（研究部門）を受賞しました。
入江教授が、9 月 12 日から 13 日にかけてドイツ・ゲッティンゲン大学で開催された第 3 回日独
6 大学学長会議（HeKKSaGOn University Consortium The 3rd Japanese-German University Presidentsʼ 
Conference）内の研究セッション（The Session of Social Science and Cultural Translation）にて、“The 
Self-reflectiveness of Society―Nationalism, Idealism, and Social Constructionism―” という題目で
発表を行いました。
入江教授の論文「『意識の事実』（1810）と知識学の関係―あるいは、アポステリオリな知と
アプリオリな知―」が『フィヒテ研究』第 21 号（2013 年 11 月 10 日発行）に、「フィヒテに
よるスピノザ批判」が『思想』第 1080 号（岩波書店・2014 年 4 月 5 日）に掲載されています。
舟場准教授が、日本フィヒテ協会第 29 回大会（2013 年 11 月 24 日・お茶ノ水女子大学）シン
ポジウム「フィヒテの道徳論」にて、「『道徳論の体系』（1812）における「わかっちゃいるけど
やめられない」の不可能性について」という題目で発表しました。哲学的人権概念研究会（2013
年 12 月 8 日・早稲田大学・テーマ「人権概念を考察する」）にて、「ゲオルク・コーラーにおけ
る人権概念」という題目で発表しました。研究会「Was heißt Transzendentalpragmatik ?」（2014 年
3 月 27 日・琉球大学）にて、“Zur kognitivistischen Moraltheorie von Jürgen Habermas” という題目
で発表を行いました。
舟場准教授が、ISAP（Internationalen Studien-und Ausbildungspartnerschaft）国際学習教育パート
ナーシップ）プログラムの一環として、2014 年度後期にハイデルベルク大学日本学研究所で講
義を担当しました。
須藤教授が、日本哲学会第 73 回大会（2014 年 6 月 28 日～ 29 日・北海道大学）の大会シンポ
ジウム「未来という時間」にて、「未来への態度」という題目で提題者を務めました（なお、同
名の論文が、日本哲学会編『哲學』第 65 号に収録されています）。論文「「運命」について―
スピノザ、ショーペンハウアー、ニーチェ―」が、『思想』第 1080 号（岩波書店・2014 年 4
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月 5 日）に掲載されています。なお、同号には、須藤教授が参加した座談会「虚軸としてのスピ
ノザ（Ⅱ）―ドイツ観念論とその後―」の模様が収録されています。
須藤教授が共著者となっている『プラトンを学ぶ人のために』（内山勝利編・世界思想社）が
2014 年 7 月 2 日に刊行されています。
望月教授が、2013 年 12 月 19 ～ 20 日にチュラロンコン大学（タイ・バンコク）で行われた国
際会議（Roundtable on Critical Thinking and Philosophical Practice）に参加し、提題者を務めました。
2014 年 2 月 27 日 に 同 大 学 で 開 催 さ れ た 研 究 会（Joint Chulalongkorn University & American 
University of Sovereign Nations, Dialogue on Bioethics: How can we Shape an Ethical Future: Technology, 
East and West, South and North ?）にて、“Paternalism and Civil Society” という題目で発表を行いま
した。
望月教授が共著者となっている『「無償教育の漸進的導入」と大学界改革』（細川孝編・晃洋書
房）が 2014 年 3 月に、同じく共著『平和研究入門』（木戸衛一編・大阪大学出版会）が同年 4 月
にそれぞれ刊行されています。
望月教授は 2014 年 4 月より、チュラロンコン大学の文学部客員教授を務めています。
中村准教授が共著者となっている『ドーナツを穴だけ残して食べる方法：越境する学問―穴
から覗く大学講義』（大阪大学ショセキカプロジェクト編・大阪大学出版会）が 2014 年 2 月 14
日に刊行されています。2012 年 11 月より、『Rimse』（一般財団法人理数教育研究所発行・季刊）
にて「社会のなかの科学技術」を連載しています。
中村准教授が、理化学研究所不正再発防止のための改革委員会の委員を務めました（2014 年 4
月～ 6 月）。
スピノザ協会第 62 回研究会（2013 年 9 月 29 日～ 30 日・大阪大学）にて、大塚高弘院生（哲
学哲学史博士後期課程在籍）が「『神学政治論』におけるモーゼの律法の位置づけをめぐって」、
小竹陽介院生（同）が「精神の永遠な部分と身体の本質―『エチカ』第 5 部定理 22、23 につ
いて」という題目で発表を行いました。
2013 年 10 月 12 日に慶応義塾大学で開催された第 86 回日本社会学会大会にて、下山惣太郎院
生（哲学哲学史博士前期課程在籍）が、「ルーマンにおける社会の存在論的地位」という題目で
発表を行いました。
哲学的人権概念研究会（2013 年 12 月 8 日・早稲田大学・テーマ「人権概念を考察する」）にて、
米田恵院生（哲学哲学史博士後期課程在籍）が、「ヴォルフガング・ケーラー『人権への権利』」
という題目で発表を行いました。
日本ショーペンハウアー協会第 21 回ニーチェ・セミナー（2014 年 5 月 3 日～ 4 日・龍谷大学）
にて、谷山弘太院生（現代思想文化学博士後期課程在籍）が「悲劇的文化と世界の是認」という
題目で研究発表を行いました。また、井西弘樹院生の論文「認識と力―ニーチェ『曙光』にお
ける同情と「認識の情熱」の関係について」（『メタフュシカ』第 44 号所収）、生島弘子氏（同単
位修得退学）の論文「後期ニーチェ思想における身体からのキリスト教批判」（関西倫理学会編『倫
理学研究』第 43 号所収）の合評会が行われました。
応用哲学会第 5 回年次大会（2014 年 5 月 10 日～ 11 日・関西大学）にて、小田裕二朗院生が「欲
望と言葉の構造―ラカンにおける欲望のグラフ―」、仲宗根勝仁院生（哲学哲学史博士前期
課程在籍）が「二次元意味論における認識的可能性について」、下山惣太郎院生（同）が「出来
事の意味はいかにして可能となるか―ルーマンのシステム理論を通じて」、久保啓文院生（同）
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が「倫理学は価値・規範の認知について語るべきか～ハーバーマスのディスクルス倫理学に対す
る認知主義的倫理学からの批判～」という題目でそれぞれ研究発表を行いました。
科学基礎論学会 2014 年度「総会と講演会」（2014 年 6 月 14 日～ 15 日・慶應義塾大学）にて、
仲宗根勝仁院生が「アプリオリな真理についての一考察」という題目で発表を行いました。
2014 年度哲学若手研究者フォーラム（2014 年 7 月 19 日～ 20 日・早稲田奉仕園）にて、藤野
幸彦院生が「「スピノザ『エチカ』におけるコナトゥスの定位―活動としてのコナトゥスと精
神の現実的本質―」、嘉目道人院生（哲学哲学史博士後期課程在籍）が「発話の行為知と主観
性―超越論的誤用論における共同行為の問題―」、朱喜哲院生（同）が「語彙と規範―
R. ブランダムの推論主義におけるネオプラグマティズムの一系譜―」、樋口朋子院生（哲学哲
学史博士前期課程在籍）が「『エチカ』の論証について―分析・総合ではない方法をめぐって
―」、立花達也院生（同）が「スピノザにおける個体論の意義」という題目で発表を行いました。
嘉目道人院生の論文「「理性の事行」の（不）可能性―道徳法則の意識をめぐるカントとフ
ィヒテの差異―」が、生島弘子氏の論文「後期ニーチェ思想における身体からのキリスト教批
判」が『倫理学研究』第 43 号（関西倫理学会編・2013 年 6 月 30 日発行）に掲載されています。
武田宙也氏（日本学術振興会特別研究員 PD）の著書『フーコーの美学―生と芸術のあいだで』
（人文書院）が、2014 年 3 月 20 日に刊行されています。
Luke MALIK 院生が、“Dualism, Kripkeʼs Modal Argument, Private Knowledge, and Other Problems”
という題目で 2013 年 3 月に博士（文学）の学位を取得しました。
 （野々村）
○　臨床哲学
本年度の当研究室の在籍者は、学部生が 25 名、大学院生が 26 名（前期課程 10 名、後期課程
16 名）である。浜渦辰二教授、本間直樹准教授（兼任）、稲原美苗助教の各教員スタッフが、哲
学哲学史・現代思想文化学の教員と連携しつつ、教育・研究活動に従事している。
本年度は非常勤講師として、家高洋氏に「メルロ = ポンティの思想」を、マイケル・ギラン・
ペキット氏に「Ethics in English」を、そして、久保田テツ特任准教授（大阪大学コミュニケーシ
ョンデザイン・センター）に「思考の活動とメディア」を、菊地建至氏に「臨床哲学フィールド
ワーク」（昨年度に新設）を、それぞれ本間直樹准教授と共同で、担当していただいた。
2014 年 3 月に研究室の雑誌『臨床哲学』15-2 号を昨年度と同様に web 上で刊行した。15-2 号
は論文 4 編、翻訳 2 編（そのうち解題つき 1 編）、報告 1 編を掲載した。また『臨床哲学のメチエ』
を学部生と院生の共同編集のもと 21 号を発刊した。21 号では「居場所」というテーマを設定した。
昨年度に引き続き本年度も臨床哲学研究会を 3 回に開催した。
昨年度の開催について、まず 2013 年 12 月 7 日に「第 33 回臨床哲学研究会」を開催した。共
同発表として助教の稲原美苗と歯科医師の文元基宝（文元歯科医院・院長）が「歯科医療の中の
当事者研究―専門知と当事者の知をつないで―」を発表、その後、辻明典（福島県南相馬市
立原町第二中学校 社会科教員）を招いて、「葛藤について」と題した哲学対話を行った。
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そして、2014 年 3 月 23 日に「第 34 回臨床哲学研究会」を開催した。「中岡成文教授を送る会」
と題した異例な研究会だったが、退職直前の中岡成文教授を囲んで対談をする良い機会になった。
岡辺裕美（P&G）、田中朋弘（熊本大学文学部教授）、西村高宏（東北文化学園大学医療福祉学
部教授）、鷲田清一（大谷大学文学部教授）を対談者として招いた。
本年度に入り、2014 年 9 月 5 日に「第 35 回臨床哲学研究会」（「ケアの臨床哲学」研究会の共催）
を開催した。「アビリティ・スタディーズを開始する」と題して、テーマ型の研究会を企画した。
総合司会を浜渦辰二（教授）が担当し、7 名が個人発表を行った。池田喬（明治大学文学部専任
講師）が「アビリティ・スタディーズを開始する―プロジェクトの狙い」を、 稲原美苗（助教）
が「健常者のマトリックス―認識可能なアビリティと認識不能なアビリティ」を発表した。そ
して、博士後期課程在籍の青木健太が「能力の器―リビング・ウィルで考える能力」を、同じ
く博士後期課程在籍の川崎唯史が「体質と能力」を発表した。その後、浦野茂（三重県立看護大
学教授）が「「能力がある」とはどのようなことか？―エスノメソドロジーの視点から」を、
そして、飯島和樹（日本学術振興会特別研究員（PD）玉川大学）が「能力の認知とその帰結」
を発表し、最後に、中岡成文（元大阪大学大学院文学研究科教授）が「アビリティの関係性につ
いての一考察」を発表した。
臨床哲学の新しい課題に取り組むべく、長らく「臨床哲学ネットワーキング」として開講され
てきた授業を本年度は休講とし、その代わりに同授業の時間帯に「ひろば臨床哲学」という名称
でアッセンブリーアワーを設け、さまざまなテーマのもとに教員や大学院生および学外からの社
会人ゲストとの交流を行っている。その一環として、この時間に、不登校の人たちや外国人のた
めの居場所づくりなど地域でさまざまなサポートを行うひとたちのエンパワメントを目的とした
「
？
サードプレイス研究会？」を毎月開催している。
浜渦辰二教授は、自身が代表をしている「ケアの臨床哲学」研究会の主催するシンポジウム「高
齢社会のなかで在宅での看取りを考える」（2013 年 7 月 15 日）、「地域ケア力を考え直す～大学
と地域をつなぐ～」（2014 年 3 月 2 日）、「超高齢社会のなかで葬送を考える」（同 5 月 31 日）を、
いずれも大阪大学中之島センターで行った。また、シンポジウム「「事前指示」「リビングウィル」
とは？～人生の最終段階を考える～」（〈ケア〉を考える会主催、川崎医療福祉大学、同 6 月 14 日）
でシンポジストとして参加したほか、「ケアを学習する会：精神障害のある方を地域で支える
TEAM ぴあ［浜松］の試み」（大阪大学中之島センター、同 8 月 9 日）で司会をつとめ、第 4 回
高齢者ケア・フォーラム「事例を通して地域包括ケアを考える―住み慣れた地域で過ごせてよ
かった―」（キャンパスプラザ京都、同 5 月 11 日）で総括コメントを担当した。
また、第六回東アジア現象学会議「カイロスとトポス～現象学と思考の働き」（香港中文大学、
同 5 月 20 ～ 23 日）で発表「ケアリングと現象学～フッサール間主観性の現象学より～」を、第
6 回ホスピス学校で講演「ホスピスの臨床哲学～日本とヨーロッパの見聞録」（山梨県文学館、
同 7 月 5 日）を、第 22 回日本ホスピス・在宅ケア研究会大会で事前レクチャー「いつかくる死
のことを考えておきたい」（神戸ホートピアホテル、同 6 月 12 日）を行った。
本間直樹准教授が総合コーディネータをつとめている「中之島哲学コレージュ」も、毎月セミ
ナーと哲学カフェを定期的に「アートエリア B1」にて開催している。
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稲原美苗助教は、2014 年 6 月 10 日に、大阪大学「障がい者雇用促進に関する講演会」で「障
がいと共に働くとはどのようなことなのか？～環境と心のバリアフリー」を講演した。そして、
同 6 月 29 日に大阪歯科大学樟葉学舎で開催された関西障害者歯科臨床研究会第 6 回研究集会に
て、「わが国の障害者歯科医療への希望―軽度脳性まひ者の立場から」を講演した。
また、同年 7 月 12 日から 13 日に札幌市教育文化会館で開催された第 23 回日本健康教育学会
学術大会でのラウンドテーブル・セッション「当事者研究からの見地から探る歯科医療―行動
変容から自己変容へ―」を歯科医師の文元基宝（関西ウェルビーングクラブ）と共同発表した。
そして、同 9 月 5 日に開催された「第 35 回臨床哲学研究会」にて「健常者のマトリックス―
認識可能なアビリティと認識不能なアビリティ」を発表した。
本年度の開講授業は以下の通り。「倫理学の研究方法 A・B・C・D」（浜渦、本間、稲原）、「臨
床哲学研究 A・B・C・D」（浜渦、本間、稲原）、「ケアの臨床哲学―病いとそのケア―」、「現
象学外国語文献購読」、「病いと医学概論」（以上、浜渦）、「外国語文献講読演習Ⅰ・Ⅱ」「対話技
法論 : ともに探究するⅠ・Ⅱ」（以上、本間）、「思考の活動とメディアⅠ・Ⅱ」（本間、久保田）、「臨
床哲学フィールドワークⅠ・Ⅱ」（本間、菊池）、「メルロ = ポンティの思想」（家高）、「Ethics in 
English 2014A・B」（ペキット）。
当研究室では、2 回生から研究を行い、発表をするという演習方式の科目を開講している。そ
れは、プレゼンテーション能力を向上させることのみではなく、聴講後それぞれの研究について
対話できる力をつけることを目標にしている。臨床哲学の研究活動領域は「生命（医療、看護・
介護ケア、福祉、生命の倫理など）」、「身体（エイジング、ジェンダー、セクシュアリティ、障
害など）」、「環境（災害、都市環境、自然、経済など）」、「科学（科学と対話、科学教育、最先端
技術の倫理など）、「教育（哲学教育、子どもの哲学、対話教育、芸術と対話など）」など多岐に
わたる。
 （稲原）
